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我
々
が
目
指
す

ユ
ー
ザ
ー
負
担
軽
減・制
度
簡
素
化
か
ら

逆
行
す
る

自
動
車
の
税
制
を

ODA視察REPORT

哲史のTETSU学

一票の較差是正へ！
選挙制度改革

平和と発展のために、
日本が出来ることを考える
ODA視察でタジキスタン、キルギス、
トルコ、韓国を歴訪

見
逃
す
な
！



議
員
活
動
報
告

国
内
投
資
を
増
加
さ
せ
る
方
法
は
…

い
そ
ざ
き
議
員　

国
内
の
設
備
投
資
動
向
は
、増
加

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、こ
こ
数
年
目
的
が「
能
力
増

強
」か
ら「
維
持
補
修
」に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、7
割
の
企
業
が
海
外
の
生
産
能
力
増
強
を
検

討
し
て
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
海
外
投
資
に
意
欲
的
な
企

業
が
多
い
と
い
う
前
提
で
、様
々
な
議
論
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。国
内
投
資
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に

は
、ま
ず
国
内
の
内
需
を
高
め
て
い
く
政
策
が
ひ
と
つ
。

加
え
て
、輸
出
も
増
加
さ
せ
る
た
め
日
本
が
得
意
と
す

る
分
野
、例
え
ば
高
付
加
価
値
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
育
て
、伸
ば
し
て
い
く
と
い
う
二
つ
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

消
費
税
増
税
の
反
動
に
よ
る

自
動
車
需
要
の
落
ち
込
み
を
ど
う
見
る　?!

い
そ
ざ
き
議
員　

こ
の
二
つ
の
観
点
か
ら
、自
動
車
の
需

要
や
税
制
に
つい
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。4
月
に

消
費
税
が
8
％
に
上
がっ
た
前
後
の
国
内
の
乗
用
車
の
受

注
及
び
販
売
台
数
の
月
別
推
移
を
み
る
と
、駆
け
込
み

需
要
と
そ
の
反
動
減
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。注
目

す
べ
き
な
の
は
受
注
台
数
の
動
き
で
す
。3
月
に
前
年
比

で
マ
イ
ナ
ス
約
20
％
と
落
ち
込
ん
で
以
降
、受
注
が

戻
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。緩
や
か
な
景
気
回
復
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、プ
ラ
ス
ま
で
行
か
な
く
て
も
徐
々
に
ゼロに
近

づ
く
か
と
思
い
ま
す
が
、6
、7
、8
月
と
増
加
の
傾
向
が

見
ら
れ
な
い
、消
費
税
の
反
動
減
が
大
幅
に
長
引
い
て
、

販
売
の
現
場
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。こ
の
状
況
につい
て
、ど
の
よ
う
に
考
察
さ
れ
ま
す
か
。

経
済
産
業
省
審
議
官　

乗
用
車
の
販
売
は
、6
月
ま

で
大
き
な
落
ち
込
み
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
後

8
月
は
対
前
年
同
月
比
で
9
・
5
%
減
、9
月
も
マ
イ
ナ

ス
幅
が
や
や
減
少
し
て
い
ま
す
が
、3
・
2
%
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。他
方
、受
注
の
動
向
は
、対
前
年
同
月
比
で
、

3
月
以
降
約
1
、2
割
減
で
推
移
す
る
動
き
が
見
ら
れ

ま
す
。今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、一
部
好
調
な
新
型
車

が
あ
る
も
の
の
、販
売
の
現
場
か
ら
は
先
行
き
を
不
安

視
す
る
声
も
あ
り
、不
透
明
感
が
あ
る
状
況
で
す
。自

動
車
産
業
が
地
域
経
済
で
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を

踏
ま
え
、引
き
続
き
自
動
車
の
販
売
、受
注
動
向
を
注

視
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
内
市
場
が
縮
小
す
る
よ
う
な
税
制
は

避
け
る
べ
き
！

い
そ
ざ
き
議
員　

昨
年
の
自
動
車
関
係
諸
税
の
議
論

で
、自
動
車
取
得
税
の
廃
止
が
明
言
さ
れ
、よ
う
や
く

ユ
ー
ザ
ー
の
負
担
軽
減
、制
度
の
簡
素
化
の
方
向
に
向
か

い
始
め
た
と
期
待
し
た
の
で
す
が
、一
方
で
、軽
自
動
車
と

二
輪
車
に
は
大
幅
増
税
が
打
ち
出
さ
れ
る
、さ
ら
に
、付

け
替
え
と
も
言
え
る
環
境
性
能
課
税
が
検
討
さ
れ
、

望
ま
し
い
方
向
か
ら
逆
行
し
て
い
る
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。ユ
ー
ザ
ー
負
担
が
大
き
く
な
る
と
個
人
消
費
や
景

気
への
悪
影
響
が
あ
り
、特
に
地
方
で
は
自
動
車
は
生
活

の
足
で
す
か
ら
、生
活
が
苦
し
く
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。国
内
市
場
が
縮
小
す
る
よ
う
な
税
制
は
避
け

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、大
臣
の
所
見
を
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

麻
生
財
務
大
臣　

地
方
税
は
、自
動
車
取
得
税
の
税

率
を
5
％
か
ら
3
％
へ
引
き
下
げ
て
い
ま
す
。自
動
車
税

の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
拡
充
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、国
税

で
あ
る
自
動
車
重
量
税
も
エ
コ
カ
ー
減
税
を
拡
充
す

る
措
置
を
講
じ
て
、消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
緩
和

10月16日 9月29日10月17日

9月25日10月20日

O
D
A
視
察

（
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、キ
ル

ギ
ス
、ト
ル
コ
、韓
国
）

連
合 

9・25
労
働
者

保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止

行
動
開
始
宣
言
集
会

第187回
臨時国会開会

参
議
院
東
日
本

大
震
災
復
興
特
別

委
員
会 

視
察（
岩
手
）

財
政
金
融
委
員
会

（
大
臣
所
信
質
疑
）

東
日
本
大
震
災

復
興
特
別
委
員
会

（
視
察
報
告
）

7月29日
～8月7日

8月25日
～26日

2014年

内
需
拡
大 

と 

技
術
力
向
上 

を

促
進
で
き
る
自
動
車
の
税
体
系
に
す
べ
き
だ
！

い
そ
ざ
き
議
員
は
、第
1
8
7
回
臨
時
国

会
に
お
い
て
も
引
き
続
き
参
議
院
財
政
金

融
委
員
会
の
委
員
を
担
当
し
、10
月
16
日

の
財
政
金
融
委
員
会
で
、麻
生
財
務
大
臣

の
大
臣
所
信
表
明
に
対
し
て
自
動
車
関
係

諸
税
の
あ
り
方
を
中
心
に
質
問
を
行
い
ま

し
た
。そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

両
院
議
員
総
会



に
も
配
慮
し
て
き
ま
し
た
。平
成
26
年
度
の
与
党
の
税

制
改
正
大
綱
は
、消
費
税
率
10
％
に
引
き
上
げ
時
に
、

地
方
税
に
お
い
て
自
動
車
取
得
税
の
廃
止
、ま
た
新
た

な
環
境
性
能
課
税
の
導
入
等
々
、幅
広
い
意
見
が
交
わ

さ
れ
、年
末
に
向
け
て
議
論
が
進
ん
で
い
く
経
過
で

す
の
で
、今
は
確
た
る
こ
と
を
申
し
上
げ
る
段
階
に

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

い
そ
ざ
き
議
員　

消
費
税
10
％
と
同
時
に
自
動
車
取

得
税
が
廃
止
に
な
って
も
、税
負
担
は
変
わ
ら
な
い
、そ
の

上
環
境
性
能
課
税
が
加
わ
れ
ば
、ユ
ー
ザ
ー
負
担
が
増
え

て
、消
費
が
冷
え
込
む
可
能
性
が
大
い
に
考
え
ら
れ
る
の

で
、国
内
景
気
に
対
す
る
影
響
を
十
分
に
検
討
の
中

に
付
け
加
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幅
広
い
技
術
力
を
磨
き
、育
て
る

た
め
の
税
体
系
を

い
そ
ざ
き
議
員　

こ
れ
ま
で
自
動
車
の
税
制
は
、ユ
ー

ザ
ー
負
担
、国
民
生
活
への
影
響
、財
政
、雇
用
や
景
気
、

環
境
と
いっ
た
観
点
で
論
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、私
自

身
、自
動
車
技
術
に
関
わ
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
の

で
、技
術
力
の
視
点
か
ら
税
制
を
検
討
す
る
の
も
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
自
動
車
産
業
の

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
力
の

源
泉
は
技
術
力
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

幅
広
い
分
野
で
高

い
技
術
力
を
有
し

て
い
る
こ
と
が
、

様
々
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
強
み
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。世
界
の
主
要
地
域

の
タ
イ
プ
別
販
売
台
数

を
調
べ
る
と
、、日
本
で

は
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
、Ｅ
Ｖ
で
20
％
を
超
え
る
シェア
を
有
し

て
お
り
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の
北
米
、ア
ジ
ア
、欧
州
、ロ

シ
ア
は
、ま
だ
従
来
の
内
燃
機
関（
ガ
ソ
リ
ン
や

デ
ィ
ー
ゼ
ル
）が
主
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。Ｅ
Ｖ
、燃
料
電

池
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、内
燃
機
関
の

技
術
に
磨
き
を
掛
け
て
い
く
、そ
う
し
た
技
術
力
を

育
て
る
た
め
の
税
体
系
の
必
要
性
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

総
務
省
審
議
官　

総
務
省
と
し
て
は
、自
動
車
の
製
造

や
販
売
の
関
係
団
体
等
か
ら
専
門
的
な
見
地
に
基
づ
く

意
見
を
伺
い
ま
し
た
。平
成
27
年
度
税
制
改
正
プ
ロ
セ
ス

の
中
で
、こ
う
し
た
意
見
も
踏
ま
え
た
議
論
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

麻
生
財
務
大
臣　

日
本
の
自
動
車
産
業
の
技
術
力
は
、

す
ご
く
レベル
が
高
い
で
す
。こ
の
技
術
力
を
向
上
さ
せ
る

考
え
方
は
、極
め
て
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。車
体
課

税
に
つ
い
て
も
、エコ
カ
ー
減
税
を
実
施
し
、環
境
性
能
に

優
れ
た
車
に
は
自
動
車
重
量
税
を
減
免
す
る
こ
と
で
、

環
境
技
術
の
向
上
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
し
て
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。平
成
27
年
度
の
税
制
改
正
に
向
け
て

は
、こ
の
エコ
カ
ー
減
税
の
基
準
を
、よ
り
環
境
性
能
の

優
れ
た
自
動
車
の
普
及
促
進
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
見

直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
そ
ざ
き
議
員　

今
後
、税
制
を
考
え
て
い
く
中
で
は
、

技
術
を
固
定
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、幅
広
い

ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
ら
れ
る
も
の
に
決
め
て
い
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、国
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
規
模
を
維

持
す
る
こ
と
が
、日
本
の
強
み
で
あ
る
優
れ
た
技
術
者
、

人
材
を
確
保
し
て
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、こ
れ
も

競
争
力
の
源
泉
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。税
制
に
技
術
力

と
内
需
拡
大
、こ
の
二
点
の
考
え
方
を
、き
っ
ち
り
盛

り
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
動
車
の
税
体
系
に
お
い
て
、ユ
ー
ザ
ー

視
点
に
立
っ
た
負
担
軽
減
、体
系
の
簡
素

化
を
引
き
続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。今
後

も
い
そ
ざ
き
議
員
の
活
動
に
、ご
期
待
く

だ
さ
い
。

10月27日

10月20日11月11日
民
主
党

オ
ー
ト
バ
イ
議
員

連
盟 

設
立
総
会

11月12日

民
主
党

航
空
政
策
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
総
会

民
主
党
東
日
本
大
震
災

復
旧・復
興
推
進
本
部 

福
島
視
察（
産
総
研
、

福
島
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
）

参
議
院
東
日
本

大
震
災
復
興
特
別

委
員
会 

視
察（
宮
城
）

11月18日イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
役
務

適
正
課
税
法
案（
野
党

議
員
立
法
）に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

11月21日衆
議
院
解
散

12月2日
～14日

第
47
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙

財政金融委員
会（法案質疑）
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ヨルダン
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赤道ギニア

ブルキナファソ

トーゴ

ベナン

カメルーン

オマーン

イエメン

サウジ
アラビア

アフガニスタン

ウズベキスタン
アゼルバイジャン

アルメニア
グルジア

トルクメニスタン

ンジャメナアブジャ

ニアメ

アクラ

ローマ

大韓民国トルコ ←タジキスタン

←キルギス

7月29日～8月7日 ODA視察　

ODA（政府開発援助）活動の視察で、団長の佐藤正久議
員、江島潔議員、山田太郎議員、小池晃議員らと、タジキ
スタン、キルギス、トルコ、韓国を歴訪してきました。

野党6党共同で参議院に提出された「イ
ンターネット役務適正課税法案」につい
て、財政金融委員会で質問に立ちました。
インターネット等デジタルコンテンツ・サービスの取引では、国内事業者
に消費税が課税されるのに対し、国外事業者は不課税となっています。こ
の法案は、こうした競争条件の歪みを是正すべく、国境を越えた取引にも
消費税を課すよう見直すものです。いそざき議員は、経済活動の中立性・
公平性、税収の確保の観点から至急是正をすべきと主張しました。

ODA協力による道路整備の現場を視察。日本が担当した区間の出来栄えは素晴らしく、
現地で高い評価を受けていました。5万人が犠牲になった内戦を経験したハトロン州知事
の「平和を維持する素晴らしさを、隣国へのメッセージとしたい」との言葉が胸に刺さり、
平和と安定にどう貢献するか、日本の役割を考えさせられました。病院も視察。新生児の
死亡者が昨年の16人から、今年は4人に減ったとのこと。医療施設や機器の充実、衛生面
や技術面の向上など、ODA効果は確実に出ており、貢献できることはまだまだ多いと感
じました。

JICAが実施している「一村一品プロジェクト」
を視察。キルギス日本人材開発センターは、国
内の産業を育てるために、人材を育成する機
関として作られました。日本の文化を理解して
もらう上でも重要な役割を担っています。

ボスポラス海峡横断地下鉄を視察。潮の流れ
が複雑で工事が難しいことから、日本の技術
とODA支援によりトンネルを完成させまし
た。海峡に架かった2本の橋のうち、1本は日本
のODA支援。経済発展に大いなる貢献です。 

タジキスタン

トルコ キルギス

ODA支援活動の状況視察。韓国が支援を“受ける側”から
“する側”になり3年。ボランティアやコンサルティングなど
の人財派遣に力を入れているようです。

韓国

参議院財政金融委員会民主党オートバイ議員連盟 設立総会

衆議院議員総選挙の結果について

オートバイ産業の健全
な発展と、普及促進に
向けた取り組みを行う
ことを目的として、オー
トバイ議員連盟が設立
されました。関係団体、
関係省庁を迎え、国会議員も多数参加され、大変盛況
な設立総会となりました。会長に選任された大畠章宏
衆議院議員の任命で、いそざき議員は事務局長の役職
を担うこととなりました。

今回の選挙は、定数が480から475議席へと
削減される中、戦後最低の52.66%という低
い投票率で行われ、結果は右図の通り、民主
党が73議席、一方、与党(自民＋公明）は326
議席となりました。
与党の326という議席数は、常任委員長ポス
トを独占し、各委員会で過半数を確保できる
「絶対安定多数」（266議席）を上回り、さらに
参議院で否決された法案を衆議院で再可決
できる定数2/3（317議席）も超えています。

11月11日 11月18日

12月14日

｢インターネット役務適正
課税法案」について質問

キルギス議長との会談

10日間にも亘る長期間で、得るものが多い視察でした。

自民党
291議席

与党326議席

公示前
定数480議席
（欠員1名）

過半数238議席 絶対安定多数266議席
定数2/3
317議席2014年衆院選

定数475議席

野党
149
議席

公明党
35議席

民主党
73議席

その他
76議席

自民党
293議席

与党324議席

野党
155
議席

公明党
31議席

民主党
62議席

その他
93議席
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モンロビア

｢一票の較差」の是正が要求され、前回
2012年の衆院選および、2013年の参院選
について最高裁判所が｢違憲状態」と判断
した中、抜本的な改革が行われることな
く、2014年の衆議院議員総選挙が実施さ
れました。今回は、衆参選挙制度の改革の
経緯と、今後の課題をTETSU学します。

選挙制度
改革

哲史の
TETSU学

「一票の較差
の解消は

達成した」と
言っている

が、最大較差
は２倍を超

えている状況
。定数削減

も、与党として
合意を得

ようという気
概がない！

衆参それぞれの
最高裁判決を受け、
民主党は、「一票の
較差是正」と相当数
の「定数削減」を
求めてきた

安倍総裁（当時）
は、「定数削減と
選挙制度の改正を
しっかり行っていく、今
この場で約束しますよ」
と発言したが、２年間
改革が行われない
まま昨年末の衆議院
総選挙に突入！

派遣継続

一票の較差
選挙の際に、議員一人に対して有権者の少な
い選挙区と多い選挙区に、一票の重みの不平
等があること。有権者数は常に変動するため、
選挙区を見直すなど是正が必要になる。

違憲状態と違憲
選挙区間の一票の較差が著しい場合、裁判所
が憲法の趣旨に反していると見なし「違憲状
態」と判断する（衆院選挙の場合、目安は較差
２倍以上）。是正するためには法律改正など時
間がかかるため猶予があるが、「違憲状態」が
長期間継続すると「違憲」と見なされる。

衆議院

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

衆院選実施

2009年衆院選の「一票の較差」
訴訟で最高裁が「違憲状態」の判
決。有権者数とは関係なく、各県
に最低1人の国会議員を配分する
「一人別枠方式」の廃止が求めら
れた

党首討論で野田首相が、2013年
通常国会での「定数削減」、「一票
の較差是正」を条件のひとつとし
て解散表明、自民党安倍総裁が定
数削減、選挙制度の改正を約束。
一時しのぎである「0増5減」の選
挙制度改革法が成立（5減後の実
際の区割り変更は先送り）
衆院選実施

2012年衆院選の「一票の較差」を
巡り、高裁で「違憲・違憲状態」の判
決が相次ぐ（内、選挙無効＝2）
「0増5減」の区割り変更の法改正
（定数480⇒475）
2012年衆院選について、最高裁
が「違憲状態」判決

「衆議院選挙制度に関する調査
会」（第三者調査会）設置議決
調査会の初会合
衆議院解散。調査会休止。自民党
の公約では「0増5減を実現し、較
差2倍未満を達成。比例定数30削
減の案を出したが合意に至らな
かった」と記載
衆院選実施

●民主党は、脇座長試案（当初案）を基に、神奈川の定数を２減、
東京を分区する修正案を提案

●自民党は、脇座長試案を事実上無視し、(1)6増6減、(2)鳥取・
島根の2県を合区、(3)(1)と(2)を組み合わせるといった複数
案を提案

●その他政党は、ブロック選挙区案（公明、維新、次世代、社民各
党）や比例代表中心の案（共産党）を提示　

定数 一票の較差 経過

480
選300（比180）

475
選295（比180）

最大2.3倍 8月

3月

11月

12月

3月

6月

11月

6月

9月
11月

12月

（8月衆院選）

最大
2.43倍
（12月衆院選）

最大
2.13倍
（12月衆院選）

参院選実施

最高裁が2010年参院選を「違憲
状態」と判決。「都道府県を選挙区
とする方式を改めるなどの立法措
置を講じるべき」と指摘
一票の較差是正（4増4減）をする
公職選挙法改正

参院選実施
参議院選挙制度検討会を設置。同
検討会の下に協議会を設置し、
2014年中の改革案決定を目指す
2013年参院選について、「一票の
較差」問題をめぐり、高裁で「違憲・
違憲状態」の判決が相次ぐ（内、選
挙無効＝1）

参議院選挙制度協議会で、脇座長
試案（当初案）が提示される
➡その後、6月に脇座長試案（見直
し案）、9月に同試案（調整案）が提示
されるものの、脇座長交代（更迭）
2013年参院選を最高裁が
「違憲状態」と判決

定数一票の較差経過

242
選146（比  96）

最大5.0倍7月

10月

11月

7月
9月

11月

4月

11月

（7月参院選）

最大
4.77倍
（7月参院選）

民主党案
＝２倍未満
自民党案
＝提示せず

民主党案
＝4減
自民党案
＝提示せず

現在の
参議院の
選挙制度改革
の協議状況

とりあえず
の較差是正を
したものの、
抜本的な是正は
先送りに！

第三者調査会
の結論が出ない
まま、衆議院解散

で議論も
ストップ！

用語解説

参議院

体裁を
整えただけで、
抜本的な定数削減
は手つかずのまま。
一票の較差問題は
根本的に解消
されず。

党内で
もめる自民党
が脇座長を

事実上更迭する
形で、議論を
リセット。

自民党が
３案（当初４案）

を出すなど、とりまとめ
から逆行する姿勢を見せ、
議論が大きく後退。民主
党は、脇座長試案を基
に具体案を固める
よう強く抗議。

※脇座長
　試案
（当初案）
＝1.83倍

このまま
改革がされ

なければ、次は
「違憲・無効」の
判決が出る
可能性も！

3

3

1

1
1

1
11

1
1

1
11

11

1 2
2 36

52
2

4

4

2
2

2

2
2

2
3

11

1
5

脇座長試案（当初案）
※2014年4月提出
※定数削減なし
※22選挙区を合区で
　11選挙区にする



　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
き
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
の
ご
支
援
に
対
し
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
の
衆
議
院
総
選
挙
で
は
、
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
に
よ
っ
て
民

主
党
は
62
議
席
か
ら
73
議
席
と
な
り
、
共
に
闘
う
仲
間
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
は
じ
め
と

す
る
与
党
の
諸
政
策
で
は
納
税
者
、
働
く
者
の
生
活
を
改
善
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
我
々
の
主
張
が
、
国
民
の
皆
さ
ん
の

理
解
を
十
分
に
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
率
直
に
反
省
す

べ
き
点
と
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
初
当
選
し
て
か
ら
の
1
年
半
の
間
、
現
政
府
与
党
は
「
数

の
力
に
よ
る
政
治
」
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
集
団
的
自
衛
権

に
関
わ
る
論
議
な
ど
、
国
論
を
二
分
す
る
よ
う
な
争
点
を
国
会
で

の
審
議
が
不
十
分
な
ま
ま
、
政
府
と
与
党
だ
け
で
決
め
て
し
ま
い
、

格
差
拡
大
を
助
長
す
る
と
し
か
思
え
な
い
労
働
者
派
遣
法
改
正
案

の
審
議
を
強
行
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
様
々
な
政
治
課
題
が
山
積
み
の
中
で
、
延
命
目
的
と

も
と
ら
れ
か
ね
な
い
解
散
総
選
挙
を
強
行
し
、
議
論
す
る
場
を
奪

い
ま
し
た
。

　

悔
し
い
思
い
が
募
る
ば
か
り
で
す
が
、
野
党
の
役
割
は
単
に
反

対
を
掲
げ
政
権
と
対
峙
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
の
舵
取

り
を
す
る
政
府
与
党
が
、
お
か
し
な
方
向
に
国
民
を
導
か
な
い
よ

う
に
、
チ
ェ
ッ
ク
し
、
是
正
し
て
い
く
こ
と
が
野
党
に
求
め
ら
れ

る
重
要
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
正
し
い
主
張
を
す
れ
ば
、
わ
ず
か
な
一
歩
で
あ
っ
て
も
実
現
で

き
る
。」
そ
の
た
め
に
も
、緊
張
感
の
あ
る
国
会
審
議
が
必
要
で
す
。

　

そ
う
し
た
信
念
に
基
づ
い
て
、
今
後
も
、
私
自
身
の
政
策
の
2

本
柱
で
あ
る
、
自
動
車
関
係
諸
税
の
抜
本
的
な
改
革
を
は
じ
め
と

す
る
国
内
自
動
車
産
業
の
基
盤
強
化
、
雇
用
確
保
と
、
私
た
ち
の

生
活
と
日
本
の
将
来
を
支
え
る
人
材
育
成
を
含
む
、
社
会
保
障
制

度
改
革
の
た
め
の
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様

の
ご
発
展
、
ご
健

勝
を
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
ま
す

isozakitetsuji.comいそざき哲史
公式サイトいそざき哲史

の「いま」を
配信中 いそざき哲史 検 索

いそざき哲史事務所
東京都千代田区永田町2-1-1
参議院議員会館1210号室
TEL 03-6550-1210　　　　制作：株式会社アコー

ISOGABA
哲史

皆様に会うために、全国を駆け回っています！
各地での各種会合・イベント等89件に参加しました。
国会見学16件の訪問を受けました。
また、昨年末の衆議院総選挙では、各地に37件の
応援・訪問で駆けつけました。

いそがば
2014.8/18～12/17現在

参議院議員


